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近畿地方整備局における橋梁定期点検は2巡目を終え、橋梁の損傷データが蓄積されつつある．

橋梁損傷の経年変化や原因分析、補修補強対策事例についても継続的に調査を実施しているが、

その中で鋼橋の腐食は環境条件が厳しい地域では他の損傷より進行が早い一方で、再塗装実施

割合が低い状況にあり、計画的に予防保全として塗替を行うことが重要であることが確認され

た．予防的・計画的な塗替実施に向け、定期点検で得られた鋼材の腐食状況により近畿管内の

直轄管理鋼橋約1,200橋の塗替管理計画を立案したのでここに紹介する． 
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1.  はじめに 

 近畿地方整備局管内に限らず、日本の橋梁の多くは高

度経済成長期に架設された．近畿管内の直轄管理橋梁

（4,904橋：H27.12月時点）の内、架設50年を越える橋

梁は現在30％、20年後には60％を超える． 

図-1 近畿管内直轄橋梁  架設50年超過割合 

 

 維持管理にかかる費用が増大していく中で適切な時期

に適切な補修を行うためには、橋梁の状態を詳細に把握

する必要がある． 

定期点検においては平成26年に点検要領１）が改訂さ

れ、橋長２m以上の橋・高架を５年に１回（初回は供用

後２年以内）の頻度で、近接目視により点検を実施して

いる． 

点検結果はこれまでにも橋梁補修設計等に活用されて

きたが、蓄積された膨大なデータの更なる利用の一端と

して本計画でも判定指標に用いることとした． 

なお、本計画は「将来にわたる塗替のインターバル」

を計画するものではなく、「次回の塗替計画」を立案す

るものである． 

 

2.  塗替計画の基本方針 

 本計画立案における基本方針は、以下の３点である． 

 

(1)定期点検結果の活用 

本計画では橋梁毎に塗替の要否・塗替時期・範囲・塗

装系を決定し計画を立案する． 

近畿管内の直轄橋梁の内、鋼橋は1,201橋、その全て

の橋梁毎に計画を作成するには統一した指標が必要であ

る． 

そこで、定期点検結果から主桁の腐食損傷に着目し、

損傷評価及び対策区分を指標に用いることとした． 

 

(2) 塗替の目的は「構造の安全性」 

鋼橋の防食機能は塗膜に寄るところが大きいが、本計

画では鋼材自身の耐食性に期待し、「塗膜の健全性」は

問わない（劣化を許容する）ものとした． 

橋梁が置かれている環境、定期点検で確認された鋼材

の状態によって、鋼材の腐食が進行しなければ塗膜は健

全でなくてよいという判断基準を導入した． 

 

(3) コスト縮減 

従来の橋梁塗替工事は全面塗替が基本であったが、本

計画では部分塗替が可能か判定できるものとした． 

塗替範囲は桁端部（桁端から橋台全面まで）のみ部分
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塗替する場合と全面（桁端部・中間部の両方）塗替する

場合を判定する． 

これにより必要最小限の塗替計画となり大幅なコスト

縮減が可能となる． 

なお、塗替における塗装系は重防食塗装系のRc-Ⅰ

（素地調整は１種ケレンとし旧塗膜は完全除去）を標準

とした． 

通常塗替工事においては一般塗装系であるRc-Ⅲ（素

地調整は３種ケレンとし旧塗膜の活膜を残す）を採用す

る場合が多い． 

耐久性に優れるRc-Ⅰを採用することで、施工費は上

がるが長期的なコスト縮減を目指すものである． 

 

3  計画単位 

橋梁には複数の構造で施工されているものもあり、ま

た同一構造であっても径間毎に桁下環境が異なる場合が

ある． 

本計画では以下の条件で橋梁を計画単位に区分する． 

(1)構造形式 

 １橋の橋梁で構造形式が異なる場合は構造形式毎に区

分する． 

特に桁橋以外の特殊橋（アーチ橋、トラス橋、斜張

橋）は桁橋と区分して計画を立案する． 

鋼製橋脚については特殊橋に区分する． 

(2)ローカル環境 

 同一の構造形式であっても桁下等のローカル環境（陸

上、河川上、海上など）が明らかに異なる場合には、そ

のローカル環境が異なる径間毎に区分する． 

更にローカル環境が同じでも腐食状況が明らかに異な

る場合には、その腐食状況の異なる径間毎に区分する． 

 なお、鉄道を跨ぐ跨線径間は施工条件が異なることか

ら別の計画単位とする． 

図-2 計画単位のイメージ 

 

(3)防食仕様 
 既設の塗装系によって塗替要否・範囲の判定が異なる

ため、区分して計画立案することした． 

区分は一般塗装系、重防食塗装系、耐候性鋼とする． 

 

 これまで述べた区分毎に近畿管内の直轄鋼橋1,201橋

を整理する．計画単位は1,705区分となった． 

表-1 計画単位毎の分類 

 

 以降は全体に占める区分数比率が80％と高い「桁橋：

一般塗装系」について述べる． 

 

4  本計画に用いた定期点検結果 

判定指標として用いた定期点検結果（損傷程度及び対

策区分）について詳述する． 

(1)損傷程度評価（塗替要否の判定指標） 

定期点検では橋梁の要素毎に確認した損傷の程度を評

価し、部材毎に対策区分判定を行う． 

本計画で用いる指標として主桁鋼材の①腐食に着目し

た． 

表-2 点検項目の標準１） 

 

塗装塗替における判定指標に⑤防食機能の劣化を用い

なかったのは、基本方針で述べたとおり塗替の目的は

「構造の安全性」であり、本計画では「塗膜の健全性」

は問わないからである． 

 

損傷程度はａ（損傷なし）～ｅ（腐食深さ大・面積

大）の５段階で要素毎に評価する． 

本計画では損傷程度の全数に占めるｄ・ｅの割合が

80％以上の場合は全面塗替、80％未満の場合は後述する

補修（塗替）履歴にて判定する． 

全要素ともａ・ｂ・ｃの場合、現時点では塗替不要と

判定できるが、防食上の弱点である桁端部のみRc-Ⅰに

対象とする項目（損傷の種類）

鋼

①腐食

②亀裂

③ゆるみ

④破断

⑤防食機能の劣化

⑩補修・補強材の損傷

⑬遊間の異常

⑱定着部の異常

⑳漏水・滞水

㉑異常な音・振動

㉒異常なたわみ

㉓変形・欠損

部位・部材区分

上部構造 *主桁

構造形式区分 防食仕様区分 区分数 比率

一般塗装系
（A系・B系新設、Rc-Ⅲ）

1371 80%

重防食塗装系
（C系新設、Rc-Ⅰ）

234 14%

耐候性鋼
（裸仕様、表面処理仕様）

71 4%

特殊橋（アーチ橋、トラス橋、斜張橋） 29 2%

1705 100%計

桁橋
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塗替することで長期的な構造の安全性を図るものとする． 

 

(2)対策区分判定（塗替時期の判定指標） 

 本計画では主桁に対する対策区分判定を塗替時期の判

定指標とした。 

 対策区分判定は構造上の部材ごとに、以下のフローに

したがって評価を行う． 

 

図-3 対策区分の流れ１） 

 

 塗替時期は、主桁毎の対策区分判定にＥ判定が１つで

も含まれる場合には「１年以内」、それ以外はＡ～Ｃの

対策区分判定の内で最も多いものに着目し判定を行う． 

 

5.  その他の判定指標 

 定期点検結果以外にも本計画に用いた判定指標には以

下のものがある． 

(1)マクロ腐食環境 

 海からの距離により腐食環境が厳しい地域においては、

腐食の有無等その他の指標に係わらず、重防食塗装系

Rc-Ⅰによる全面塗替を行うものとする． 

表-3 マクロ腐食環境判定指標 

 

(2)橋長 

 橋長が15m未満の橋梁は中間部の延長が短いため、重

防食塗装系Rc-Ⅰによる全面塗替を行うものとする． 

 

(3)ローカル腐食環境 

ローカル環境が腐食に対して厳しい場合は中間部にお

いても塗替を行う．具体的には表-4により判定する． 

 

 

 

表-4 ローカル腐食環境 

 

 

 

 

(4)補修（塗替）履歴 

 過去の塗替履歴から、平均塗替周期（10年未満、10年

以上or不明）、前回塗替からの経過年（5年未満、5年以

上or不明）により塗替範囲の判定を行う． 

 

 平均塗装周期が10年未満の場合は、防食機能を維持す

るために短い周期で塗替する必要があったことを意味す

る． 

 前回塗替からの経過年については、前述した損傷程度

ｄ・ｅ割合80％未満かつ経過年が５年未満の場合、塗替

から短い年数で損傷が現れていることを意味している． 

 よって両指標ともに中間部の塗替要否の判定に用いる

ものとする． 

6.塗替判定フロー 

 これまで延べた判定指標を「桁橋：一般塗装系」の塗

替判定フローとして整理する。 

 

図-4 塗替判定フロー「桁橋：一般塗装系」 

 

 上記フローでは背景着色毎に全面、桁端部、中間部の

塗替要否と塗替時期を判定している． 

 

 

河川上で水面近接
陸上で桁下湿潤状態
凍結防止剤散布地域

穏やか 上記以外

厳しい
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全面
Rc-Ⅲ

全面
Rc-Ⅰ

桁端部
のみ
Rc-Ⅰ

計

本計画 － 893 195 1,088 263.5

全面Rc-Ⅲ 3,146 － － 3,146 488.1

全面Rc-I － 3,146 － 3,146 751.8

塗装
工事費
（億円）

塗装系別面積(1000m2)

 塗替判定フローは、上記「桁橋：一般塗装系」と、

「桁橋：重防食塗装系」「桁橋：耐候性鋼」の３種類を

作成し、計画単位毎に判定を行う． 

 なお特殊橋においては、防食上の弱点が桁端部に留ま

らず部材同士の各交点や定着部に現れる場合があるため、

既設塗装が一般塗装系の場合は全面Rc-Ⅰにて塗替する

ことを基本とするためフローは作成しない． 

 塗替時期の判定には上記フローと同様に対策区分判定

を用いる。 

 特殊橋の既設塗装が重防食塗装系の場合は「桁橋：重

防食塗装系」のフローにより判定する． 

7.塗替計画診断票の整備 

本計画に使用した橋梁の諸元や定期点検結果は、工事

図書・橋梁カルテ・点検調書などから抜粋したものであ

る．これを橋梁毎、計画単位毎にとりまとめ個票を作成

する． 

 本計画は2015年時点の橋梁諸元・最新の定期点検結果

で立案しており、今後は５年毎に実施する定期点検結果

を用いて時点修正していく必要がある． 

 橋梁毎の個票を作成することで、本計画立案の経緯が

明らかになるとともに、以後の時点修正にも活用できる． 

図-5 塗替計画診断票の例 

 

個票には塗替工事計画時の目安となるよう塗装範囲

（全面または桁端部）の面積と概算工事費を記入する。 

 塗装面積は建設当時の完成図書や、点検調書の塗歴板

写真などから転記する．確認できる資料が無い場合はデ

ザインデータブックの実績データより算定する． 

 桁端部のみ塗替を行う場合の面積は、桁端から２mと

して計算する． 

 施工単価は市場単価を採用する． 

 既設塗装が一般塗装系（Ａ・Ｂ塗装系）の場合、さび

止めに含まれる鉛対策として剥離剤による塗膜除去費用

を概算工事費に計上する． 

 

8.塗替管理計画の分析 

 近畿地整全体の塗替管理計画の結果を、計画単位の分

類毎に整理したものを表-5に示す． 

 現橋が桁橋で一般塗装系の場合、総数1,371区分に対

して全面塗替が418区分（30％）、桁端部のみの部分塗

替が953区分（70％）となり、全体の2/3に対して部分塗

替の適用が可能との結果となった． 

表-5 近畿地整全体塗替計画の特徴 

 

一般塗装系に着目し、塗装費用の試算を表-6により比

較した． 

一般塗装系橋梁の場合、部分塗替はその70%に適用が

可能であり、その結果塗替費用は全面Rc-Ⅰ塗替の橋梁

も含め約263億円となった．一方で従来の標準的な塗替

え方法である全橋全面Rc-Ⅲで塗替を行った場合は約

488億円となり、46%のコスト縮減効果が得られること

が分かった。なお、参考までに全橋に全面Rc-Iを適用

した場合の費用は約752億円となった． 

表-6 一般塗装系のコスト縮減効果 

 

 

 

 

 

 

9.さいごに 

 塗装塗替管理計画に定期点検結果を導入し、多くの判

定指標を示したことは、計画的に塗替工事を施工できる

だけではなく、事務所・担当者間で判定がばらつくこと

なく、次回塗替がいつなのか、どの部分を塗り替えれば

よいのか、その場合工事費がどれくらいかを把握するこ

とを可能とするものである． 

 今後は本計画を鋼橋の維持管理に有効活用しながら、

適宜時点修正を行うことが必要である． 
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① 管理番号: 2015 年

1968 年 km

49.4 km 53 m 47 年

49.6 km 88 m 2013 年

m m 8 径間 8 径間 8.5 m m
2

径間数

1 ～ 2 2

点検結果（代表径間の塗装関連項目）

清浄度

不明

不明

不明

14 年

19 年 7：端部

１：全体外観 側面

判定結果

一般塗装系

径間番号
対象延長

(m)

塗装年

d

部位対象位置

景観

性

への

配慮

施工

上の制

約

塗替塗装

面積(m
2
)

-

上塗塗装

不明

長油性フタル酸樹脂上塗り塗料

長油性フタル酸樹脂上塗り塗料

塗装記録表

ローカル腐食環境(中) 上記以外（穏やか）桁端防食対策の有無 -

6：端部

B

腐食に関する点検結果及び判定結果 制約条件

無 無

上記以外（穏やか）
対策
区分
判定

その他補修履歴等： 特になし 前回塗替からの経過年：
主桁:腐食ｄ

10年以上

5年以上

d,eの割合・損傷程度
全要素ともa,b、

あるいは、c,d,e

が存在する
部位

中間部

端部

決
定
根
拠

判定・判別条件

橋長15m未満or以上

マクロ腐食環境 前回塗替からの経過年

ローカル腐食環境(端)

平均塗装間隔

判定・判別条件

15m以上

穏やか

塗装系

全要素の80%
未満

全要素ともa,b,c

全要素の80%未満

c,d,eが存在
する

判定等結果

判定・判別の条件及び結果

備
考

平均

塗装
間隔

-

横桁:腐食ｂ（第6径間）

-

5：中間部横桁:腐食ｂ（第6径間）

塗装時期

1.6 5～10年未満

直接工事費

(百万円)

34.77721,135.39072

65

外面塗装

面積(m
2
)

下面 4：中間部

塗替仕様

桁端部のみ:Rc-Ⅰ

全幅員:

道路の上にある

不明

長油性フタル酸樹脂中塗り塗料

長油性フタル酸樹脂中塗り塗料

特記事項

1
主桁

主桁

3：代表径間2：代表径間

中間部

端部

235 （うち鋼橋区間）

写真番号

4～5

6～7

最多対策区分

B

平均径間長(m)
代表対
象区分

①-1 50.0

維持出張所: 西宮維持 作成年度:

海岸からの距離:

橋梁ID:

太平洋沿岸部

兵庫県伊丹市寺本一丁目

235

812

適用示方書:

構造形式

2径間連続鋼非合成鈑桁橋

0452対象区分: (2/13) 橋梁番号: 8653171020

架橋状況 備　考

橋面積: 1762.5

8.0

マクロ腐食環境:

兵庫国道

架設竣工:

前回点検:

塗
装
履
歴

点
検
結
果

供用後経過:

　（うち鋼橋区間）

橋梁区分: 本線橋

S39.鋼道路橋設計示方書（改訂）

分割区分: 下り線

代表径

間番号

側面

腐食損

傷程度

結
果

所在地(自):
基
本
諸
元

橋梁名: 一般国道171号 現道

(至):

中塗塗装

25.0

塗装計画診断票 管轄事務所:

(至):

兵庫県伊丹市昆陽八丁目 距離標(自):

寺本高架橋 ﾃﾗﾓﾄｺｳｶｷｮｳ 路線名:

橋長: 総径間数:

1996

-

1968

1986

径間番号

b

下塗塗装

不明

ジアミド鉛さび止めペイント１種

ジアミド鉛さび止めペイント２種

-

-

計

418 (30%) 953 (70%) 0 (0%) 1371

25 (11%) 0 (0%) 209 (89%) 234

0 (0%) 41 (58%) 30 (42%) 71

25 (86%) 0 (0%) 4 (14%) 29

468 (27%) 994 (58%) 243 (14%) 1705

現在の防食仕様 全面塗替え 部分塗替え 塗替不要

耐候性鋼

特殊橋

計

一般塗装系

重防食塗装系

防災・保全部門：No.21

4




